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1. 概要 
本研究の目的は、 日本において 普及しつつあ る 

MOT(Mmagement ofTec ㎞ oloW) 教育に対する 

理解を促進するため、 MOT 知識領域の現在を 明 

確にすることにあ る。 それによって、 MOT 学習志願 

者が MOT という学際領域に 対する理解を 深め、 1 

つの視点を提供することを 目的とする。 

具体的には、 下記の 2 点を実施した。 

(1) 各プロバラムのウェ ブ サイトあ るいはパンフレッ 

トから各コースの 教育目標設定を 分析し、 

MOT コース全体を 僻敬する。 

(2) 各 MOT プロバラムの 提供する科目シラバスか 

ら語彙を解析し、 重要語を抽出、 その結果を 

基に MOT 教育内容を体系化する。 

2. 研究背景 
MOT 教育プロバラムが 育成することを 目指す人 

材像は多種多様であ り、 時代の要請に 合わせて常 

に変化し続けている。 MOT は専門職教育の 1 種で 

もあ り、 専門職大学院として 設置されていることも 多 

い。 しかし、 法科大学院や 会計専門職大学院など 

のように資格取得に 直結するわけではなく、 MOT 

教育がその後のキャリアにど う 生かされるのかはプ 

ログラムの内容と 利用者の特性によって 様々であ 

る 。 

MOT 教育プロバラムが 扱う内容も、 時代に合わ 

せて変化している。 そもそも、 MOT は「技術」と「経 

営」という 2 つの領域を中核として、 関係する様々 

な領域の知識を 含む学際領域であ る。 現在、 各教 

有機関で提供されている MOT プロバラムの 多くは、 

各機関が保有する 資源を活用し、 設計・開発され 

てたものであ る。 

そのため、 MOT プロバラム と 一口で言っても、 教 

育内容は理工学を 中核としたものから、 八 %A を主 

体としたものまで 様々であ る。 また、 それぞれのプ 

ログラムは「リスク」「知財」「環境」「 IT 」「知識科学」 

「地域」など 独自のキーワードによって 差別化され 

ている。 そのため、 利用者にとっては 各プロバラム 

ないし科目が MOT の全体像のどこに 位置付けら 

れているかを 把握することが 難しい。 

以上のことから、 (l)MoT 教育プロバラムが 設置 

される目的 ( どのような人材育成を 目的としている 

のか ) 、 (2)MOT 教育内容の全体像 ( どのような知 

識から構成されているのか ) 、 という 2 点をより客観 

性の高い方法で 整理することが 必要であ ろうと考え 

た」。 

3. 許 @ 法 サ 森 
本研究の調査対象とする 教育プロバラムは、 以下 

の条件を満たしているものとした。 

・大学が提供していること 

・正規の単位を 発行していること 

・複数の科目を 集めてプロバラムとして 提供してい 

ること 

・「 MOT 」「技術経営」「テクノロジー・マネジメント」 

「イノベーション・マネジメント」やそれに 類する キ一 

ワードを明記していること 

なお、 民間教育産業や 政府・地方自治体などが 

主催する MoT 教育プロバラムは 比較が困難であ 

ったため、 対象外とした。 また、 大学が提供してい 

るものでも、 単一の講座や 短期セミナ 二 公開講座 

などは除外した。 

下記の 37 の MOT 教育プロバラムを 今回の分析 

対象とした。 
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表 1: 訂査 対象 の MOT 教育プロバラム   
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4. 育成人材像の 動向 
調査対象の MOT 教育プロバラムの 資料を墓に、 

それぞれが掲げる 育成人材像の 動向を考察する。 

                                                                                    企 塞内人材         

    
          

図 1: 育成人材條の 実数推移 

2002 年度から 2005 年度までの資料を 用いて、 5 つ 

0 人材 像 ( 企業内人材、 アントレプレナー、 政策関 

係者、 研究・技術者、 その他の専門家 ) を設定し、 

各教育プロバラムを 重複して分類した。 その結果は 

図 1 であ る。 

2005 年度において、 最も多い育成人材像は 企業 

内人材で、 23 プロバラムに 上る。 次いで、 アントレ 

プレナーを掲げるプロバラムが 17 に上る。 その後、 

政策関係者 (16 プロバラム ) 、 研究・技術者 (12 プロ 

グラム ) 、 その他専門家 (6 プロバラム ) となって い 

る 。 
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図 2: 育成人材 棋 の比率推移 

これを各年度における 割合で表示したものが 図 2 

であ る。 これによると、 2002 年度における 育成人材 

像の比率は「政策関係者の 育成」が最も 多く、 約 

70% のプロバラムがそれを 掲げていた。 次いで、 企 

柴内人材、 研究・技術者、 その他の専門家、 アント 

レ プレナー とレづ 順で比率が高い。 

しかし、 2 ㎝ 3 年度には急激に 政策関係者と レづ 

人材像を掲げるプロバラムの 比率が減少し、 反対 

にアントレプレナ 一の比率が急上昇を 見せる。 この 

変化によって、 2003 年度では最も 多い人材 象 が企 

案内人材となり、 次いで政策関係者、 研究・技術者、 

アントレプレナⅠその 他の専門家という 順になる。 

2004 年度では、 さらにアントレプレナ 一の比率が 

高まり、 反対に政策関係者の 比率は減少した。 ま 

た、 研究・技術者とその 他の専門家の 比率も前年 

同様減少傾向にあ った。 最も多 い 比率が企業内人 

材 、 次いでアントレプレナー、 政策関係者がともに 

M% となり、 研究・技術者、 その他の専門家という 順 

となった。 

2005 年度においては、 アントレプレナ 一の比率 

が 微増し、 政策関係者の 比率が微減したということ 
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で、 企業内人材、 アントレプレナー、 政策関係者、 

研究・技術者、 その他の専門家という 順になった。 

しかし、 プロバラムの 増加に伴って「政策関係者 

の育成」を掲げるプロバラムの 割合は年々減少し、 

2005 年度には半数にまで 減少している。 とはいえ、 

政策関係者の 育成が MOT の重要目的であ ること 

には変わりがない。 

2002 年度から一頁して 高い割合を示しているの 

が 企業内人材の 育成で、 60% 前後を推移している。 

2004 年度まで高い 伸びを示したのがアントレプレ 

ナ一の育成であ る。 これは大学祭ベンチャー 創出 

れ づ 政策目標とも 重なる。 政策関係者の 育成と共 

に、 年々割合が減少しているのは、 研究・技術者、 

その他の専門家の 育成であ る。 

この結果から、 MoT の本来の目的であ る、 「技術 

から利益を生み 出す能力」の 育成に比重が 移りっ 

っ あ ることがわかる。 

5. MOT 教育内容の体系化 
MOT 教育プロバラムの 教育内容について、 以下の 

ような手順を 経て体系化を 試みた。 

手順工科目情報の 収集 
調査対象となる MOT 教育プロバラムにおいて 

2005 年度に提供される 科目情報を収集した。 収集 

分類に分け、 表 2 のような構造にまとめた。 大中四、 

分類という 3 層の構造とし、 1 つの大分類は、 技術 

の 変移プロセスに 関する知識を 扱 う 科目、 もう 1 つ 

は変移プロセスと 相互作用関係にあ る知識を扱 う 

科目の分類とした。 

表 2: 基本幕 造 
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MOT 教育プロバラムで 提供される科目シラバス 

は 、 大きく 2 つの知識 群 に分類できる。 1 つは「技術 

変移プロセスに 関する知識 群 」、 もう 1 つは「技術変 

移プロセスを 取り巻く知識 群 」であ る。 MOT の知識 

構造のイメージを 模式図 3 で表す。 
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図 3: MOT の 知穏棚進め イメージ 

(1) 技術知識の変移プロセスに 関係する 知 抜群 
科学知識から 技術知識へと 展開し、 さらに技術 知 

識から製品へと 展開され、 市場へと投入されるとい 

う一連のプロセスに 関係する知識 群 が第 1 の知識 

群 であ る。 図 3 では横方向の 稔のつががりで 表され 

ている部分となる。 



MOT の目的として「技術投資の 最大化」がよく 挙 

げられるが、 この目的に直接的な 関係を持っ知識 

群 であ る。 

技術変移プロセスに 関係する知識 群は 、 従来は 

研究開発マネジメントや 生産マネジメント、 広義の 

工学的知識がカバーしてきた。 現在のように 知識 

が深化・細分化する 以前の工学系譜 学は 、 比較的 

広い視野に立ち、 統合的視点を 持っていたといえ 

る。 しかし、 工学が極度に 深化、 細分化した現在で 

は 、 科学知識から 市場へと至るプロセスに 関係す 

る統合的な知識を 提供することはできなくなってい 

る。 MOT の狭義の意義はこの 知識 群 に関係するも 

のであ る。 

このような知識 群 に理工系の立場からアプローチ 

するプロバラムとしては、 大阪大学工学や 金沢 大 、 

静岡理工科大、 東大工学、 東京理科大、 東北大、 

名古屋工業人、 山口大、 芝浦人、 東工大などがあ 

る。 特に、 静岡理工科大では 大学院教育自体が 

MOT 教育プロバラムとなっていることが 特徴的であ 

る。 

伝統的な工学的な 視点を新しいかたちとして 再 

構成したものとして、 アントレプレナー 教育があ る。 

このアントレプレナー 育成という視点を 持つ教育 プ 

ログラムとしては、 大阪産業人、 大阪市立大、 高知 

工科大、 東京工科大、 日本工業人、 山形大などが 

あ る。 

個別の技術に 注目している 教育プロバラムとして 

は 、 金沢工業人、 京都情報 大 、 国際人、 法政大な 

どがあ り、 これらは IT に特化していることで、 現在も 

IT の可能性に対する 期待が高いことがうかがえる。 

知的財産に焦点を 当てた教育プロバラムとして、 

京都大医学、 東大先端学際などがあ る。 また、 デ 

ザインを重視した 教育プロバラムとして 宝塚造形芸 

術大などがあ る。 

(2) 技術 知 仮の変移プロセスを 取り巻く知識 群 

第 2 の知識 群は 、 技術変移プロセスに 間接的に 

関係する知識 群 であ る。 図 3 においては、 縦方向 

の広がりとして 表されている。 

技術変移プロセス 後、 製品・サービスを 通じた 周 

辺 環境 ( 社会、 自然環境など ) との相互作用メカニ 

ズムに関する 知識 群が 該当する。 これは広義の 

MOT の目的であ るといえよう。 しかし、 今日的には 

最も重要な要素であ るともいえる。 これらの知識は、 

国内外の制度特性や 社会構造、 政治的要素など、 

技術の プ ロ一に間接的ではあ るが、 大きな 形 笹を 

持つ要素であ る。 特に環境問題の 深刻化、 グロー 

バル化、 技術リスクへの 意識の高まりなどの 進行し 

た社会においては、 科学知識から 製品化までとい 

った 技術知識の変移プロセスと 同じような重要性を 

持ち始めている。 

環境学や環境マネジメントに 力点が置かれている 

教育プロバラムとしては、 東京大学新領域や 横浜 

国立大学などがあ る。 技術リスクに 力点を置いてい 

る プロバラムは 東京農工大などがあ る。 

また、 h 但 A の知識を主体とする 教育プロバラムの 

提供する知識はこの 知識 群に 該当する。 例えば、 

大阪大学経済、 九州大、 筑波大、 首都大、 同志社 

大、 日本天、 立教大、 早稲田大などがあ る。 

また、 国際的な要素を 重要視している 教育プロバ 

ラムとしては、 立命線アジア、 国際大などがあ る。 

地域イノベーションシステムなど、 地域や都市と 

いう視点を持つ 教育プロバラムとしては、 大阪市立 

大、 小樽商科大、 香川大、 信州大、 山形大などが 

あ る。 

これらの他に、 変移プロセス、 周辺環境と レづ 両 

方の知識を超えた 方法論的な視点を 持っ教育プ 

ログラムとして、 北陸先端大や 立命大などがあ る。 

6. 今後の課題 
本研究では、 (l)MoT プロバラムが 育成する人 

材 像と 、 (2)MOT 教育内容の体系化を 行った。 こ 

れら 2 点は、 学際分野の特性上、 社会の要請によ 

って変化する。 今後も、 時系列に沿って 調査を続 

ける必要があ るだろう。 
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